
 

 

 

2015年 12月 21日 

 

トレンダーズ株式会社 

「ZEKKEI Japan」を運営するトレンダーズ、 

海外の国別ユーザーリアクションの予測ツールを提供開始 

インバウンドコンテンツマーケティングに活用 

訪日外国人観光客向けメディア「ZEKKEI Japan」を運営するトレンダーズ株式会社（所在地：東京都渋谷区、代表：

岡本伊久男、東証マザーズ上場：証券コード 6069）は、画像コンテンツへの海外ユーザーリアクションデータをもとに

開発したアルゴリズムにより、国別のユーザーリアクション予測を可能とするインバウンドコンテンツマーケティングツー

ルの提供を開始いたしました。 

◆ 5,000万超のデータポイント分析により、国別ユーザーリアクション予測が可能に 

訪日外国人観光客向けメディア「ZEKKEI Japan」では、プロカメ

ラマンが撮影した多様な画像コンテンツを掲載しており、その数は

1,700を超えています。トレンダーズはこの画像を保有している株式

会社アフロとの連携により、全ての画像に複数のキーワードタグを

設定し海外ユーザーの国別に分析をすることで、コンテンツに対す

る国別のユーザーリアクション予測が可能となる独自のアルゴリズ

ムを開発いたしました。 

例えば、「色」を表現するキーワードでは、香港では“オレンジ”、

タイでは“ピンク”、台湾では“赤”へのユーザーリアクションが大きく

なる傾向にあります。設定キーワードは 3,000 以上あり、今後もコン

テンツ増加に合わせて適宜拡充してまいります。 

 

このアルゴリズムを活用することで、企業のインバウンドマーケティングでのWEBサイト・SNS・動画・店頭 POPなど、

あらゆる領域のコンテンツ制作においてターゲットとする国のユーザーリアクションを事前に予測・検証できるようになり、

より効果的でエンゲージメントの高いコンテンツ制作が可能となります。また、このアルゴリズムはコンテンツ制作のみな

らず、コミュニケーション設計にも活用することができます。尚、現時点で対応しているのは台湾・香港・タイの 3 カ国と

なりますが、データポイントの拡充に伴い対応国は順次増やしてまいります。 

 

また今後は、「ZEKKEI Japan」のオーディエンスデータから広告主に最適なターゲットユーザーを自動抽出するオー

ディエンスプロファイリングにより、高精度な海外向け広告のターゲティング配信を開始する予定です。 

 

国によって大きく異なる国民性や文化、日本に対する感情にどう対応するかは、企業のインバウンドマーケティング

における大きな課題のひとつです。トレンダーズでは今後も、国別のユーザーリアクション予測とオーディエンスプロフ

ァイリングの活用により、より精度の高いインバウンドマーケティングを実現してまいります。 

 

 

・ZEKKEI Japan http://zekkeijapan.com/ 

 

■このリリースに関するお問い合わせや資料・取材をご希望の方は下記までご連絡ください■ 

トレンダーズ株式会社 http://www.trenders.co.jp  東京都渋谷区東 3-9-19 ポーラ恵比寿ビル 2F・3F 

担当：秋枝（あきえだ）・三科（みしな）/ TEL：03-5774-8876 / FAX：03-5774-8875 

お問い合わせメールアドレス press@trenders.co.jp 
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